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　岐阜協立大学は今から57年前に岐阜経済大学としてこの大垣の地に開学されました。
　本学設立の際には「社会事態に対処するためには、まず有為な人材育成に着目し、一は創造発見の能力伸
長を図り、一は社会指導の負荷に耐えうる知才の涵養に留意し、もつて人間資質の真価を発揚せしめること
がもっとも肝要と思います。」という設立の趣旨がうたわれています。皆さんにとっては分かりづらい表現
もありますので、理解しやすく言い換えますと「変転する社会変化や社会状況に対処していくためには、社
会に有用な人材育成に着目し、創造し発見する能力を伸ばし、社会状況の変化や負荷に耐えうる知識や教訓
を養うことに留意し、人間資質の真価である精神を高め、意気を奮い立たせることがもっとも重要である。」
という意味合いとなりましょうか。

　さて、今般、世界でも日本でも、社会の大きなパラダイムシフトが起きています。そういった環境変化が
続くなかにおいて、組織や個人はこれから、どのように変わっていくべきなのでしょうか。
　我が国では、これまで「組織中心の社会」が中心となってきましたが、今後は「個の尊重」及び「自律と
組織目的の実現」の両立を目指す社会への進化が進むと考えられ、現在は、この変化の真っ只中にあるとい
えます。
　社会や企業が「個の尊重」や「自律」を重視する目的として、「新たな価値の創造」と「エンゲージメン
ト（による採用･定着）」を促進する効果があるとみています。地域社会やビジネス環境においても「新た
な価値の創造」が求められ、そのためには「社会が求める人材」としての価値向上が極めて重要なテーマに
なっています。
　そこで皆さんには、社会へ出る直前の ４年間となる本学での大学生活において「個人の価値」と「創造力」
を精一杯高める努力を進めていただければと思います。

　本冊子は科目履修の手引書となっています。どういった科目や授業が整備されているのか、また本学での
学びの体系が示され、様々な学びの機会を活用する方法や、皆さんが本学でキャンパスライフを送るうえで
のルールなどが書かれています。ぜひ、この冊子を十分に活用され、有意義な大学生活を送ってくださるこ
とを期待しています。
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